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去
る
８
月
27
日
（
月
）、
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
平

成
30
年
度
備
後
教
区
公
聴
会
を
開
催
し
、
教
区
役
職
者

を
は
じ
め
と
す
る
僧
侶
・
門
信
徒
41
名
が
出
席
し
た
。

当
日
は
宗
派
よ
り
、
山
下
義
円 

総
務
、
藤
丸
智
雄  

浄

土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
副
所
長
、
沙
々
木
学
海 

門
信
徒
教
化
部
部
長
、岡
田
光
恵 

所
務
部
〈
人
事
担
当
〉

賛
事
の
４
名
に
出
向
い
た
だ
き
、
ま
ず
山
下
義
円
総
務

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
報
告
・
協
議
事
項
へ

移
っ
た
。

　

報
告
で
は
、
①
昨
年
度
公
聴
会
の
経
過
報
告
に
つ
い

て
、
②
宗
門
総
合
振
興
計
画
第
１
期
終
了
お
よ
び
第
２

期
始
動
に
つ
い
て
、
沙
々
木
学
海
部
長
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
た
。

　

説
明
で
は
、
①
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実

践
運
動
）
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
教
区
・
組

に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、Ｄ
Ｉ
Ｃ（
ダ
ー

ナ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
）
の
イ
ン
ド

や
ネ
パ
ー
ル
の
難
民
支
援
に
つ
い
て
、
メ
ラ
ウ
ー
キ
ャ

ン
プ
教
育
支
援
の
会
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
ま
た
残
蝋
か
ら
新
し
い
蝋
燭
を
作
り
途
上
国
へ

送
る
と
い
う
支
援
体
制
の
展
望
等
報
告
を
い
た
だ
い

た
。

　

そ
の
他
②
宗
門
財
政
に
つ
い
て
（
現
行
の
賦
課
制
度

に
つ
い
て
）、
③
僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
の
意
見
聴
取
で
は
、
宗

門
財
政
に
関
す
る
意
見
、
僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
す
る
「
得
度
習
礼
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
的

提
案
に
対
す
る
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
最
後
に
山
下
義
円

総
務
よ
り
ま
と
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
閉
会
し
た
。

　
公
聴
会

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
改
定
さ
れ
た

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
総
合
基
本
計
画
・
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
周
知
し
、
具
体

的
事
例
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
現

行
の
賦
課
制
度
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
図
り
、
今
後
の
宗
門
財
政
に
つ
い

て
意
見
聴
取
と
情
報
共
有
を
行
な
う

た
め
、
公
聴
会
が
８
月
22
日
よ
り
10

月
４
日
ま
で
各
教
区
に
て
開
催
さ
れ

る
。 各

教
区
で
「
公
聴
会
」
が
ス
タ
ー
ト

実
践
運
動
、
今
後
の
宗
門
財
政
に
つ
い
て
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「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
践
運
動
）」

備
後
教
区
委
員
会

◆
委
員
長

備
後
教
区
教
務
所
長　

菅
原　

順
昭

◆
副
委
員
長

三  

次  

組　

覺
善
寺　

常
光　

和
信

御
調
西
組　

法
泉
寺　

小
島　

照
行

◆
常
任
委
員

備
中
里
組　

地
福
寺　

高
橋　

了
融

備
中
里
組　

正
専
寺　

田
口　

竹
子

深  
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組　

光
圓
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平
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智
正

芦  
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明
浄
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立
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義
昭

三  
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立
泉
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一
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博
堂

三  
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組　

照
善
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福
間　

真
也

比  

婆  

組　

西
教
寺　

藤
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義
英

三  

次  

組　

西
福
寺　

常
光　

香
誓

御
調
東
組　

福
善
寺　

大
田
垣
聖
圓

◆
委
員

備
中
里
組　

浄
心
寺　

桝
平　

敬
子

中　
　

組　

徳
善
寺　

後
谷　

唯
史

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

深  

津  

組　

崇
興
寺　

櫛
田　

教
人

深  

津  

組　

誓
蓮
寺　

藤
井　

春
勝

深  

津  

組　

正
善
寺　

藤
井　
　

慈

鴨  

川  

組　

福
泉
坊　

季
平　

芳
照

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

　
役
員
改
選

沼
隈
西
組　

萬
福
寺　

松
林　

英
水

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

沼
隈
南
組　

南
光
坊　

季
平　

芳
道

芦  

田  

組　

西
教
寺　

長　
　

専
修

神  

石  

組　

金
蔵
寺　

杉
原　

秀
晃

比  

婆  

組　

妙
延
寺　

尾
野　

義
宗

仏
教
婦
人
会
連
盟

◆
評
議
員

神  

石 

組　

泉
正
寺　

入
江　

悦
子

◆
委
員
長

備
中
里
組　

浄
心
寺　

桝
平　

敬
子

◆
副
委
員
長

芦  
田  

組　

正
満
寺　

金
光　

明
子

比  
婆  
組　

妙
延
寺　

藤
田　

信
江

御
調
西
組　

浄
念
寺　

遠
藤　

万
里

世  

羅  
組　

西
教
寺　

福
田　

国
子

◆
会　

計

沼
隈
南
組　

寶
光
寺　

山
路　

京
子

◆
監　

査

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

山
手　

恵
子

御
調
東
組　

大
通
寺　

藤
原
の
り
子

◆
書　

記

深
津
組　
　

正
福
寺　

有
本　

和
江

◆
委　

員

奥　
　

組　

浄
福
寺　

赤
木
奈
緒
子

沼
隈
西
組　

常
泉
寺　

橘
高
満
智
子

三  

谿  

組　

立
泉
寺　

大
倉　

静
子

三  

次  

組　

大
願
寺　

兒
玉　

道
子

寺
族
婦
人
会
連
盟

◆
委
員
長

深  

津  

組　

正
善
寺　

藤
井　
　

慈

◆
副
委
員
長

神  

石  

組　

法
泉
寺　

川
上
由
紀
恵

三  

谿  

組　

照
善
坊　

福
間　

裕
子

◆
会　

計

沼
隈
西
組　

善
立
寺　

龍
谷　

敬
恵

◆
監　

査

芦  

田  

組　

西
福
寺　

山
名　

妙
子

御
調
西
組　

光
德
寺　

藤
田　

智
子

◆
書　

記

鴨  

川  

組　

霊
厳
寺　

龍
華　

佳
穂

◆
役　

員

備
中
里
組　

大
圓
寺　

奥
村　

容
子

中　
　

組　

光
福
寺　

釋
圍　

瑞
栄

奥　
　

組　

善
教
寺　

高
下　

瑞
恵

深  

津  

組　

慶
満
寺　

松
井　

恵
美

鴨
川
北
組　

真
光
寺　

古
孝
理
恵
子

沼
隈
西
組　

法
藏
坊　

藤
原　

美
保

沼
隈
南
組　

光
照
寺　

季
平　

智
子

比  

婆  

組　

勝
光
寺　

渡
邊　

由
美

比  

婆  

組　

西
楽
寺　

定
光　

利
恵

三  

次  

組　

東
光
坊　

坂
原　

礼
子

三  
次  

組　

法
泉
寺　

熊
谷
由
美
子

御
調
東
組　

最
圓
寺　

三
浦　

成
美

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

誉
子

世  

羅  
組　

明
善
寺　

長
岡　

素
子

布
教
団

◆
団　

長

備
後
教
区
教
務
所
長

◆
副
団
長

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須　

英
信

沼
隈
南
組　

光
源
寺　

北
山　

祐
章

比  

婆  

組　

西
教
寺　

藤
井　

義
英

◆
参　

与

深  

津  

組　

光
榮
寺　

平
山　

義
隆

◆
青
年
代
表

深  

津  

組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

◆
委　

員

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

奥　
　

組　

淨
福
寺　

山
下　

瑞
円

深  

津  

組　

光
圓
寺　

平
山　

智
正

深  

津  

組　

光
榮
寺　

平
山　

義
文

鴨  

川  

組　

正
覺
寺　

竹
政　

信
至

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

沼
隈
南
組　

南
泉
坊　

岡
部　

正
顕

芦  

田  

組　

善
行
寺　

堤　
　

有
年

神  

石  

組　

法
泉
寺　

川
上　

順
之

三  

谿  

組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

三  

次  

組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

三  

次  

組　

圓
勝
寺　

蔀　
　

晃
尊

御
調
東
組　

法
光
寺　

季
平　

博
昭

世  

羅  

組　

教
専
寺　

福
間　

義
朝

世  

羅  

組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗
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災
害
対
応

　

７
月
６
日
か
ら
７
日
未
明
に
か
け
て

の
集
中
豪
雨
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）

は
、
備
後
教
区
内
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
災
害
発
生
当
初
は
情
報

が
錯
そ
う
し
、
寺
院
門
信
徒
の
被
害
状

況
、
交
通
網
の
把
握
す
ら
難
し
い
状
況

で
あ
っ
た
。こ
の
度
の
災
害
を
受
け
て
、

７
月
13
日
付
で
宗
派
に
緊
急
災
害
対
策

本
部
（
石
上
智
康
本
部
長
）
が
設
置
さ

れ
、
同
日
付
、
備
後
教
区
教
務
所
に
備

後
教
区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
（
菅

原
順
昭
本
部
長
）
が
設
置
さ
れ
た
。
以

降
被
災
地
支
援
の
拠
点
と
し
て
被
害
情

報
の
収
集
、
支
援
物
資
の
調
達
等
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設

置
に
あ
わ
せ
、
備
後
教
区
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
被
災

さ
れ
た
寺
院
及
び
門
信
徒
宅
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
登
録
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。
被
害
の
大
き
か
っ

た
倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
備
中
里
組

大
圓
寺
真
備
分
院
、
備
中
里
組
本
林

寺
門
徒
が
代
表
を
つ
と
め
る
古
里
霊
園

の
２
か
所
を
現
地
拠
点
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
７
月
16
日
の
派
遣
開
始
以
降
、

１
１
４
名
が
登
録
、
延
べ
２
０
７
名
の

方
に
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
。
活
動
内

容
と
し
て
倉
敷
市
真
備
地
区
を
中
心
と

し
た
被
災
地
に
て
ご
自
宅
の
片
付
け

（
家
屋
に
流
入
し
た
土
砂
の
撤
去
や
家

財
の
搬
出
、
搬
出
し
た
災
害
ゴ
ミ
の
運

搬
等
）、
ま
た
現
地
災
害
対
策
本
部
に

寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
の
搬
送
を
行
っ

て
い
る
。

　

各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

　

災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
開
設

以
降
、
北
は

北
海
道
、
南

は
鹿
児
島
ま

で
全
国
各
地

よ
り
、
そ
し

て
海
外
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
、
タ
イ
か
ら
参
加
の
５
名
の
中
に

は
、
世
界
各
地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
を
も
つ
方
も
お
り
、
こ
の
度
は

震
災
支
援
ネ
ッ
ト
び
ん
ご
と
の
ご
縁
で

当
教
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
真
備
地
区
の

ご
門
徒
様
宅
の
片
付
け
作
業
を
お
手
伝

い
い
た
だ
き
、
連
日
続
く
猛
暑
の
な
か

大
粒
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、
使
え
な

く
な
っ
た
家
財
の
搬
出
運
搬
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
。
作
業
終
了
後
は
当
家
の

方
と
こ
と
ば
を
交
わ
さ
れ
、
涙
を
流
し

な
が
ら
抱
き
し
め
合
う
、
宗
教
・
国
境

を
越
え
て
心
が
通
じ
合
う
姿
は
と
て
も

印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

扇
風
機
を
届
け
る

備
後
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
備
中
里
組
と
連
携
し
、
扇

風
機
を
延
長
コ
ー
ド
と
セ
ッ
ト
に
し
て

被
災
さ
れ
た
寺
院
・
門
信
徒
宅
に
お
届

け
し
て
い
る
。
暑
さ
厳
し
い
な
か
で
涼

む
た
め
に
、
ま
た
片
付
け
作
業
時
の
床

下
や
壁
の
乾
燥
に
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
８
月
10
日
は
教
務
所
職
員
も

同
行
し
、
古
里
霊
園
の
下
田
代
表
案
内

の
も
と
、
備
中
里
組
寺
院
の
門
信
徒
宅

７
軒
に
扇
風
機
を
お
届
け
し
た
。

　

少
年
連
盟
で
避
難
所
訪
問

　

備
後
教
区
少
年
連
盟
（
脇
本
寿
真
委

員
長
）
で
は
、
８
月
３
日
（
金
）
に
真

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
災
害
被
害
報
告
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寺院被害状況

備中里組 ２ヶ寺　床上浸水
　　　　アルミ工場爆発事故による本堂等のガラス破損

中   　組 １ヶ寺　床下浸水

 深 津 組 ３ヶ寺　境内地冠水、境内照明器具水没、崖崩落
　　　　墓苑の墓石倒壊、土砂流入

 鴨 川 組

沼隈西組

 三 次 組

御調東組

 世 羅 組

２ヶ寺　境内土砂崩れ　※建物への被害なし

　　　　裏山土砂崩れ　※畑へ土砂が流入したが、建物への被害なし

１ヶ寺　  墓地法面がけ崩れ　※建物への被害なし

３ヶ寺　 本堂裏山土砂崩れ　※建物への被害なし

　　　　 書院客殿床下浸水、本堂床下浸水
４ヶ寺　  本堂後堂に土砂流入・土砂崩れによる駐車場全壊
　　　　  本堂裏斜面崩落による壁損傷・境内水汲み場陥没

教区内被害寺院数１８ヶ寺

御調西組 １ヶ寺　参道法面崩落による境内への車両侵入困難

１ヶ寺　 裏山土砂崩れ

門信徒被害状況

浸水被害、土砂崩れ等による外力被害多数
この度の災害でお亡くなりになられた門信徒１２名、信徒４名

※現在門信徒の被害状況報告を教区内全寺院にご依頼しております。こ
　の度の災害による教区内被災状況についての当教区としての集約を行
　うことを目的としておりますので、ご理解ご協力のほど、よろしくお
　願いいたします。

 

備
地
区
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
避
難

先
と
な
っ
て
い
る
総
社
市
の
避
難
所

２
か
所
を
倉
敷
市
の
紹
介
の
も
と
訪

問
し
た
。
法
務
多
忙
の
時
期
、
急
な

呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
８
名

の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
か
き

氷
２
８
０
食
を
配
布
、
ま
た
避
難
所

に
い
る
こ
ど
も
た
ち
に
く
じ
引
き

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
お
菓
子
や
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
慣
れ
な

い
避
難
所
生
活
で
心
身
と
も
に
疲
れ

が
た
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
。
一
時
的
で

は
あ
っ
て
も
ほ
っ
と
し
て
笑
顔
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
今
回

の
訪
問
を
実
施
し
た
。
今
後
も
継
続

し
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。
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「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

 

　
　

ー
仏
教
青
年
の
支
援
活
動
を
通
し
て
ー　

 　

７
月
未
明
か
ら
降
り
始
め
た
雨
が
、
瀬
戸
内
地

方
に
こ
の
様
な
未
曾
有
の
被
害
を
及
ぼ
す
と
は
、
果

た
し
て
誰
が
予
想
し
得
た
だ
ろ
う
。「
瀬
戸
内
は
、

自
然
災
害
の
無
い
、温
暖
な
地
域
で
あ
る
」
と
、言
っ

た
迷
信
は
脆
く
も
崩
れ
去
っ
た
。
被
害
発
生
か
ら
、

お
よ
そ
１
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
た
現
在
、
今
度
は
連
日

記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
列
島
。
被
災
地

支
援
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。今
回
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
、
仏
教
青
年
隊
の
視
点
か
ら
現

状
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。（
文
責
・
教
区
報
編
集
委
員
）

　

一
口
に
被
災
地
の
支
援
と
言
っ
て

も
、
そ
の
方
法
は
様
々
で
あ
る
。
し
か

し
、
共
通
事
項
は
、
ま
ず
現
地
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
為
に
は
、

現
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、

必
要
物
資
の
輸
送
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
状
況
の
情
報
交
換
、
或
い
は
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
な
ど
が
あ
る
。

　

 

そ
ん
な
中
、
本
願
寺
備
後
教
区
で

も
、
先
の
数
々
の
災
害
支
援
活
動
の
経

験
か
ら
、
多
岐
に
渡
る
支
援
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
存
在
す
る
。

　
「
教
区
災
害
対
策
委
員
会(

本
部:

備
後
教
堂)

」、「
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
び

ん
ご
（
高
橋
了
融
代
表
）」、「
教
区
青

年
僧
侶
の
会
・
備
龍
会
（
河
村
祐
昭
会

長
）」。
そ
し
て
、「
教
区
少
年
連
盟
（
脇

本
寿
真
委
員
長
）」。

　

災
害
が
発
生
し
、
い
ち
早
く
活
動
開

始
を
し
た
の
が
「
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
び

ん
ご
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
教
区
内
に

「
備
後
教
区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
」

が
立
ち
上
が
り
、
教
区
を
拠
点
と
し
て

災
害
支
援
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ど
う
し
て
も
、
寺
院
を

拠
点
と
し
、
寺
院
の
繋
が
り
の
も
と
活

動
が
主
体
で
あ
る
、
上
記
の
活
動
母
体

に
比
し
て
、
一
般
参
加
者
＋
寺
院
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
動
く
、
仏
教
青
年
隊
は
異
色

の
存
在
か
も
知
れ
な
い
。

　

仏
教
青
年
隊
は
、
当
初
三
原
市
本
郷

町
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
そ
の
時
点
で

は
、
ま
だ
倉
敷
市
真
備
町
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
確
保
さ
れ
ず
、
一
方
本
郷
町
は
氾

濫
し
た
沼
田
川
の
水
が
引
き
、
よ
う
や

く
現
地
入
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
ず

は
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と
す
る
、
物
資

の
輸
送
。
し
か
し
、
現
地
受
け
入
れ
側

も
、ま
だ
ま
だ
混
乱
し
た
様
子
。
搬
入
、

仕
分
け
等
を
手
伝
う
。
一
段
落
し
た
午

後
か
ら
は
、
後
発
組
と
も
合
流
し
、
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
、
い
よ
い
よ
災
害
の
大
き
か
っ
た

場
所
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
こ
は
、
船
木

地
区
の
民
家
で
あ
っ
た
が
、
到
着
し
た

一
同
は
あ
ま
り
の
惨
状
に
息
を
呑
む
。

御
同
行
の
お
宅
の
よ
う
だ
が
、
濁
流
に

流
さ
れ
て
家
の
中
は
見
る
影
も
な
い
。

土
壁
は
剥
が
れ
竹
の
骨
子
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
金
仏
壇
も
傾

い
て
、ご
本
尊
も
無
残
な
姿
に
。
正
直
、

こ
こ
ま
で
の
有
り
様
を
想
像
出
来
な

か
っ
た
我
々
は
、
当
日
、
比
較
的
軽
装

で
の
現
地
入
り
。
土
砂
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
だ
重
い
畳
や
、
大
型
冷
蔵
庫
な
ど
の

家
財
道
具
を
運
び
出
し
、
軽
ト
ラ
に
乗

せ
て
は
、
集
積
地
へ
と
運
ぶ
。
実
働
わ

ず
か
３
時
間
な
が
ら
、
作
業
終
了
時
に

は
、
皆
泥
だ
ら
け
、
汗
ま
み
れ
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
点
は
、
ま
だ
尾
三
地

区
に
は
上
水
道
の
復
旧
は
無
く
、
現
地

の
人
々
の
苦
労
を
思
い
な
が
ら
、
一
同

被
災
地
を
あ
と
に
し
た
。

　

そ
の
内
に
、
倉
敷
市
真
備
町
へ
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
開
か
れ
、
仏
青
隊
は

メ
ン
バ
ー
の
予
定
を
や
り
繰
り
し
て
、

西
へ
東
へ
と
奔
走
す
る
事
に
な
る
。
真

備
町
で
は
、被
災
エ
リ
ア
の
広
大
さ
は
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
Ｔ
Ｖ
や
ネ
ッ
ト
で
見
る
の
と
、
現

地
へ
実
際
に
足
を
運
ぶ
の
と
は
、
や
は

り
訳
が
違
う
。
周
知
の
通
り
、
真
備
町

は
高
梁
川
支
流
の
小
田
川
堤
防
決
壊
に

よ
る
、
洪
水
被
害
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
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実
際
に
は
津
波
被
害
で
あ
っ
た
。
７
年

前
、
東
北
震
災
時
に
津
波
に
の
ま
れ
た

町
の
支
援
に
現
地
入
り
し
た
時
の
光
景

を
見
る
思
い
が
し
た
。
そ
し
て
、
当
時

も
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
る
の

が
、周
り
に
漂
う
悪
臭
。
こ
れ
だ
け
は
、

い
か
に
最
新
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
も
伝
え

切
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

連
日
の
記
録
的
猛
暑
に
よ
り
、
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
、
次
々
と
熱
中
症
で
倒
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

し
か
し
、
現
地
は
ま
だ
ま
だ
復
興
に

は
程
遠
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
改
め

て
、
今
回
の
被
害
の
甚
大
さ
と
、
広
大

さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
な
が
ら
、
己
の

無
力
さ
を
痛
感
す
る
ば
か
り
の
日
々
で

あ
る
。

     

し
か
し
な
が
ら
、
仏
青
隊
の
メ
ン

バ
ー
に
は
、
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
そ

れ
ぞ
れ
に
、
忙
し
い
中
入
れ
代
わ
り
立

ち
代
わ
り
様
々
な
支
援
に
参
加
し
て
下

さ
っ
た
事
…
必
ず
次
の
支
援
活
動
へ
と

引
き
継
い
で
行
き
た
い
。
仏
青
隊
の
魅

力
…
そ
れ
は
、
ま
さ
に
寺
族
、
在
家
の

壁
を
越
え
て
存
在
し
、
時
に
は
リ
ス
ク

も
負
い
な
が
ら
、
何
よ
り
も
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
の
早
さ
に
あ
る
。
教
区
の
立
ち

位
置
、
見
解
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

被
災
地
支
援
は
何
よ
り
も
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
寺
か
ら

民
間
へ
」
で
は
な
く
、「
民
か
ら
寺
へ
」

の
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供
、
支
援
ノ
ウ
ハ

ウ
の
吸
収
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

　
「
民
は
強
く
、
そ
し
て
疾
い
。」
そ
の

パ
イ
プ
役
に
こ
そ
、
今
後
、
仏
青
隊
が

な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

最
後
に
、
数
年
前
の
仏
教
青
年
連
盟
主

催
の
「
真
宗
青
年
の
つ
ど
い 

in 

鞆
の

浦
」
に
御
出
講
頂
い
た
梵
大
英
氏
の
言

葉
を
。「
寺
に
人
が
足
を
運
ば
な
い
と

嘆
く
な
ら
ば
、
何
故
寺
の
方
か
ら
人
々

の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
か
な
い
の
か
」

真
宗
教
団
の
今
後
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
支
援
活
動
は
、
今
後
も
続
け

ら
れ
る
。

　

最
後
に

な
っ
た
が
、

教
務
所
長
は

じ
め
、
教
務

所
職
員
方
の

連
日
の
陰
の

ご
助
力
に
も

心
よ
り
の
感

謝
を
表
し
た

い
。
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深
津
組
光
行
寺  

　
苅かり
や屋 

光こう
え
い影

    

　

本
年
、
６
月
に
本
願
寺
第
23
代
勝
如

上
人
の
十
七
回
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま

し
た
。勝
如
上
人
が
ご
遷
化
さ
れ
た
年
、

私
は
伝
道
院
（
当
時
は
住
職
課
程
、
現

在
は
布
教
使
課
程
）
で
の
研
修
中
で
し

た
。
伝
道
院
の
同
期
会
は
、
勝
如
上
人

の
院
号
「
信
誓
院
」
よ
り
名
前
を
い
た

だ
い
て
「
信
誓
会
」
と
し
て
集
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

伝
道
院
で
の
研
修
が
今
の
私
の
原
点

で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に
先
生
方

か
ら
教
え
て
頂
い
た
こ
と
の
一
つ
に

「
お
あ
ず
か
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
住
職
と
し
て
お
寺
を

護
っ
て
い
く
心
構
え
と
し
て
、
今
で
も

思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
言
葉
で
す
。

お
寺
の
伽
藍
や
み
教
え
、
ご
門
徒
は
、

所
有
し
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
阿
弥

陀
様
よ
り
「
お
あ
ず
か
り
」
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
親
鸞
聖
人
よ
り
「
お
あ

ず
か
り
」
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。学
ば
せ
て
頂
い
た
時
は
、

何
の
こ
と
な
の
か
全
く
わ
か
ら
ず
に
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
が
、
懐

か
し
く
、
響
い
て
き
ま
す
。

　

も
う
数
年
前
に
な

り
ま
す
が
、
友
人
の

結
婚
式
で
岐
阜
に
行

き
ま
し
た
。
岐
阜
城

の
見
え
る
ホ
テ
ル
で

結
婚
式
の
披
露
宴
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
私

の
友
人
は
お
寺
の
跡

継
ぎ
で
し
た
の
で
来

賓
の
方
の
挨
拶
に
続

い
て
、
お
寺
を
代
表
し
て
総
代
さ
ん
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

か
な
り
の
ご
高
齢
で
前
に
出
ら
れ
る
の

も
や
っ
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
の
出

来
事
だ
け
は
ど
う
し
て
も
伝
え
て
お
き

た
い
と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
戦
時

中
、
食
べ
る
も
の
が
な
く
非
常
に
貧
し

い
生
活
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
住
職
さ
ん

が
お
参
り
下
さ
っ
て
も
何
も
差
し
上
げ

る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
が
非
常

用
に
大
事
に
貯
め
て
お
い
た
少
し
の
お

米
を
お
布
施
と
し
て
お
渡
し
し
た
そ
う

で
す
。
住
職
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
一
旦
は

い
た
だ
か
れ
た
の
で
す
が
、
帰
ら
れ
る

時
に
玄
関
に
そ
っ
と
何
も
言
わ
ず
に
そ

の
お
米
を
置
い
て
帰
っ
て
い
か
れ
た
と

い
う
の
で
す
。
そ
の

住
職
さ
ん
の
姿
を
見

送
り
な
が
ら
、
そ
の

光
景
が
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
、
と
涙

な
が
ら
に
お
話
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の

出
来
事
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
お
寺
の
お

世
話
を
生
涯
を
か
け

て
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
そ
の
よ
う
な
住
職
さ
ん
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
と
総
代
さ
ん
の
何
と
も
温

か
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
寺
は
長
い
歴
史
の
中
で
縁
あ
る

方
々
に
支
え
ら
れ
、
お
世
話
さ
れ
、

護
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
お
寺
は
利
害

関
係
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
信
頼
関
係
で
護
ら
れ
て

き
た
の
で
す
。お
世
話
を
し
な
が
ら
、

お
世
話
を
さ
れ
な
が
ら
、
阿
弥
陀
さ

ま
よ
り
「
お
あ
ず
か
り
」
し
て
い
る

心
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
報
謝

と
し
て
「
お
世
話
」
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

おあずかり

青年布教使による法話
　　　　　　　第 2 回
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Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

仏
　
　
婦

　

恵
信
尼
公
７
５
０
回
忌
法
要

▲恵信尼公 750 回忌法要（本願寺）

　

４
月
13
日
、
恵
信
尼
公
７
５
０
回
忌

法
要
参
拝
並
び
に
総
連
盟
総
会
が
、
本

願
寺
及
び
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
連
盟
で
は
、
昭
和
41
年
に

制
定
さ
れ
、
約
50
年
間
親
し
ん

で
き
た
仏
教
婦
人
会
綱
領
か
ら

新
た
な
綱
領
へ
と
改
定
（
評
議

員
会
に
て
議
決
）
が
な
さ
れ
、

総
会
開
会
式
に
て
参
加
者
一

同
、
新
綱
領
を
唱
和
し
た
。
※

改
定
に
つ
い
て
の
記
事
は
別
途

記
載

　

午
後
よ
り
法
要
が
勤
修
さ

れ
、
引
き
続
き
恵
信
尼
公
の
ご

功
績
を
し
の
ぶ
「
恵
信
尼
さ
ま

の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
た
。
教

区
か
ら
は
団
体
参
拝
を
行
い
、

多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

４
月
19
日
、
教
区
仏
婦
連
盟
で
は
、

福
山
市
「
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム
」

を
会
場
と
し
、「
総
会
並
び
に
幹
部
研

修
会
」
を
開
催
し
た
。
単
位
会
役
職
者

等
２
７
７
名
が
集
う
な
か
、
予
定
の
議

案
に
つ
い
て
す
べ
て
が
承
認
・
議
決
さ

れ
た
。
役
員
の
任
期
（
３
年
間
）
満
了

に
伴
い
、
各
組
か
ら
選
出
さ
れ
た
新
た

な
常
任
委
員
14
名
の
う
ち
、
委
員
長
に

桝
平
敬
子
委
員
（
備
中
里
組
浄
心
寺
）

が
就
任
し
た
。

仏
　
　
婦

　

仏
教
婦
人
会
綱
領
改
定

　

午
後
の
研
修
で
は
、
改
定
さ
れ
た
仏

教
婦
人
会
綱
領
に
つ
い
て
の
研
修
が
行

わ
れ
、
花
岡
静
人
総
連
盟
講
師
が
改
定

の
経
緯
、
新
綱
領
の
内
容
に
つ
い
て
の

講
義
を
行
っ
た
。
質
疑
で
は
、「『
あ
そ

か
の
園
』
の
歌
詞
等
、
そ
の
ほ
か
に
も

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
今
後
改
定
の
見
込
み
が
あ

る
か
ど
う
か
』
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

講
師
よ
り
現
在
検
討
中
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。今
回
の
改
定
が
機
縁
と
な
り
、

よ
り
時
代
に
相
応
し
た
連
盟
と
な
る
よ

う
継
続
し
て
協
議
が
な
さ
れ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

な
お
、
教
区
連
盟
で
は
６
月
よ
り
、
総

連
盟
評
議
員
に
入
江
悦
子
委
員
（
神
石

組
泉
正
寺
）
が
就
任
し
た
。

　

仏
教
婦
人
会
綱
領

私
た
ち
は　

親
鸞
聖
人
の
み
教

え
に
導
か
れ
て　

す
べ
て
の
人

び
と
の
幸
せ
を
願
わ
れ
る
阿
弥

陀
如
来
の
お
心
を
い
た
だ
き　

自
他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

と
も
に
歩
み
を
進
め
ま
す

一
、
お
聴
聞
を
大
切
に
い
た
し

　
　

ま
す

一
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
輪

　
　

を
ひ
ろ
げ
ま
す

一
、
み
仏
の
願
い
に
か
な
う
生

　
　

き
方
を
め
ざ
し
ま
す

　
　

（
２
０
１
８
年
２
月
６
日

　
　

改
定
）

▲教区仏教婦人会総会・幹部研修会（まなびの館ローズコム）

▲花岡静人連盟講師

▲教区仏教婦人会総会・幹部研修会（まなびの館ローズコム）
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(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

４
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

３
日　

少
年
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
４
日　

四
州
）

４
日　

仏
婦
新
旧
役
員
会

８
日　

教
区
仏
壮
総
会
研
修
会

９
日　

連
区
仏
婦
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
10
日　

四
州
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

13
日　

仏
婦
総
連
盟
総
会

17
日　

教
区
実
践
運
動
総
会
全
体
会

　
　
　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た

　
　
　

め
の
学
習
会

19
日　

教
区
仏
婦
総
会
研
修
会

20
日　

門
推
世
話
人
会

23
日　

少
年
連
盟
役
員
会

　
　
　

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

24
日　

布
教
団
副
団
長
会
議

25
日　

お
つ
と
め
教
室

　
　
　

勤
式
練
習
会

27
日　

寺
婦
若
婦
人
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
芦
田
組
明
浄
寺
）

５
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

７
日　

山
下
義
円
宗
会
議
員
総
務
就
任

　
　
　

祝
賀
会

８
日　

布
教
団
役
員
会

2018

　

４
月
８
日
、
仏
壮
連
盟
（
甲
田
正
規

理
事
長
）
で
は
、
平
成
30
年
度
「
総

会
・
研
修
会
」
を
開
催
し
、
単
位
会
役

職
者
等
、
53
名
が
参
加
し
た
。
総
会
で

は
平
成
29
年
度
事
業
、
決
算
に
つ
い
て

の
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
予

算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

他
で
は
、
平
成
32
年
度
引
受
け
開
催
と

な
る
「
第
23
回
全
国
仏
教
壮
年
備
後
大

会
」
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

の
報
告
が
な
さ
れ
、
本
年
度
は
、
数
度

に
わ
た
り
大
会
の
企
画
運
営
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

　

午
後
の
研
修
会
で
は
、
大
原
瑞
雲
仏

壮
連
盟
中
央
講
師
が
「
お
念
仏
申
す
日

暮
～
阿
弥
陀
様
が
ご
一
緒
し
て
く
だ
さ

る
浄
土
へ

の
道
を
朋

に
歩
む
～
」

と
題
し
て

講
義
を
行

い
、
仏
教

壮
年
と
し

て
の
研
鑽

を
深
め
た
。

壮 

年 

会

全
国
仏
壮
大
会
引
き
受
け

実
践
運
動

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
定

　

４
月
17
日
、
実
践
運
動
教
区
委
員
会

総
会
並
び
に
教
区
事
業
推
進
委
員
会
全

体
会
が
備
後
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
両

委
員
会
委
員
の
う
ち
約
40
名
が
集
ま
っ

た
。
宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
定

に
伴
い
教
区
及
び
組
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
策
定
が
急
が
れ
る
な
か
、
委
員
任

期
満
了
に
よ
り
、
新
体
制
に
て
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
日
、
新
た
な
宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
」
推
進

の
た
め
の
学
習
会
が
開
催
さ
た
。
新
た

な
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
ま
で
の
経

緯
説
明
、
内
容
に
つ
い
て
の
学
び
を
深

め
る
た
め
、
宗
派
よ
り
満
井
秀
城
総
合

研
究
所
副
所
長
、
宇
野
哲
哉
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
部
長
、
上
原
大
信
賛

事
の
出
向
が
あ
っ
た
。
参
加
し
た
委
員

や
組
長
よ
り
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
今
後
、
教
区
や
組
で
も
十
分
な
協

議
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
今
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

期
間
は
２
年
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
教

区
会
議
長
や
組
長
の
任
期
に
合
わ
せ
４

年
の
推
進
期
間
と
な
る
。

　

４
月
27
日
、
寺
族
婦
人
会
連
盟
（
那

須
玲
子
委
員
長
）
で
は
、
年
に
１
度
、

引
き
受
け
を
組
持
ち
回
り
で
開
催
す
る

「
若
婦
人
研
修
会
」
を
開
催
し
、
総
勢

56
名
の
寺
族
婦
人
が
参
加
し
た
。
開
催

担
当
は
芦
田
組
で
、
明
浄
寺
様
（
立
神

義
昭
住
職
）
に
て
行
わ
れ
た
。
組
の
協

力
に
よ
り
託
児
室
が
設
け
ら
れ
、
子
育

て
中
の
若
婦
人
の
参
加
し
や
す
い
環
境

が
整
え
ら
れ
た
。

　

午
前
中
は
「
お
茶
の
話
」
と
題
し
研

修
を
行
い
、
お
茶
の
立
て
方
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
た
。
引
き
続
き
、
午
後
か

ら
の
研
修
「
落
雁
を
使
っ
た
供
物
の
作

り
方
」
の
参
考
の
た
め
明
浄
寺
住
職
自

寺
　
　
婦

住
職
の
指
導
で
供
物
作
り

▲落雁を使った供物を作る
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９
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

10
日　

保
育
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
11
日　

山
陰
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

15
日　

実
践
運
動
教
区
事
業
検
討
委
員
会

16
日　

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会

18
日　

同
朋
社
会
部
会

21
日　

門
推
世
話
人
会

　
　
　
　

門
信
徒
部
会

22
日　

お
つ
と
め
教
室

　
　
　
　

勤
式
練
習
会

24
日　

中
四
国
寺
青
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
２
５
日　

山
口
）

28
日　

広
報
伝
道
部
会

31
日　

寺
婦
新
旧
役
員
会

　
６
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
仏
青
連
盟
連

　
　
　

絡
協
議
会（
～
２
日　

備
後
）

４
日　

同
朋
三
者
懇
話
会

　
　
　
　
　
　
（
尾
道
人
権
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推

　
　
　

進
委
員
会

５
日　

寺
族
婦
人
会
連
盟
総
会
研
修
会

　
　
　

第
４
連
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
６
日　

山
陰
）

７
日　

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

８
日　

更
生
保
護
事
業
協
会
理
事
会
・
総
会

９
日　

仏
壮
理
事
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

ら
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
が
放
映
さ

れ
、
研
修
に
備
え
た
。
昼
食
に
は
「
府

中
焼
き
」
が
用
意
さ
れ
、
地
元
府
中
市

の
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
後
の
研
修
で
は
、
明
浄
寺
関
係
者

が
長
時
間
を
か
け
用
意
さ
れ
た
色
と
り

ど
り
の
「
落
雁
」
と
「
の
り
」、
貯
金

箱
を
土
台
と
し
色
紙
を
巻
き
付
け
作
ら

れ
た
芯
を
使
い
、
カ
ラ
フ
ル
な
模
様
の

供
物
を
手
作
り
で
作
製
し
た
。
研
修
講

師
は
立
神
住
職
が
つ
と
め
、
参
加
者
は

一
対
の
供
物
を
念
入
り
に
作
成
。「
ぜ

ひ
自
坊
で
も
や
っ
て
み
た
い
」
等
の
声

が
あ
が
っ
た
。

　

次
回
、平
成
30
年
度
担
当
は
世
羅
組
。

　

６
月
５
日
、
平
成
30
年
度
総
会
・
研

修
会
を
備
後
教
堂
に
て
開
催
し
、
72
名

の
寺
族
婦
人
が
参
加
し
た
。総
会
で
は
、

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
新
委
員
長
に

は
藤
井
慈
さ
ん（
深
津
組
正
善
寺
坊
守
）

の
就
任
が
決
ま
っ
た
ほ
か
、
事
業
、
会

計
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
の
研
修
で
は
、「『
教
え
に
遇
う
』

と
い
う
こ
と
」
と
題
し
、
牛
尾
か
お
り

布
教
使
（
安
芸
教
区
深
川
組
明
光
寺
坊

守
）
が
講
師
を
務
め
、研
修
を
行
っ
た
。

寺
　
　
婦

新
委
員
長
決
ま
る

門
　
　
推

参
加
者
全
員
で
話
し
合
い

　

６
月
７
日
、
備
後
教
区
門
徒
推
進
員

の
つ
ど
い
が
備
後
教
堂
に
て
行
わ
れ

た
。
ご
講
師
の
、
白
川
晴
顯
中
央
仏
教

学
院
前
学
院
長
（
安
芸
教
区
豊
田
東
組

專
教
寺
住
職
）
よ
り
「
浄
土
真
宗
の
教

え
と
目
覚
め
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
頂

い
た
。
講
義
を
受
け
、
参
加
者
全
員
で

車
座
に
な
り
話
し
合
い
を
行
い
、
参

加
者
よ
り
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る

中
、
実
の
あ
る
つ
ど
い
と
な
っ
た
。

◀
寺
族
婦
人
会
研
修
会

◀
門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

◀
門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い
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６
月
８
日
、
備
後
教
区
更
生
保
護
事

業
協
会
総
会
・
研
修
会
が
備
後
教
堂
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
森
田
順
照
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
更
生
保
護
事
業
協
会
事
務
局

長
・
社
会
部
〈
社
会
事
業
担
当
〉
部
長

に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
本
派
の
宗
教

教
誨
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

宗
派
の
宗
教
教
誨
の
歴
史
や
活
動
内

容
・
教
誨
師
の
活
動
に
つ
い
て
講
義
を

頂
い
た
。

　

ま
た
、
広
島
保
護
観
察
所
福
山
駐
在

官
事
務
所
の
桑
木
泰
一
郎
上
席
保
護
観

察
官
を
同
研
修
会
に
お
迎
え
し
、「
再

更
生
保
護

再
犯
防
止
推
進
計
画
に
つ
い
て

少
　
　
年

　

子
ど
も
を
育
む
大
人
の
責
任

　

６
月
18
日
（
月
）
～
19
日
（
火
）、

四
州
教
区
担
当
に
て
開
催
さ
れ
た
中
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者
研
修

会
に
備
後
教
区
よ
り
８
名
が
参
加
し

た
。
１
日
目
の
研
修
で
は
、
助
産
師
・

　
　
　

教
堂
責
役
総
代
会

12
日　

Ｆ
Ｍ
放
送
専
門
委
員
会

18
日　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟

　
　
　

指
導
者
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
１
９
日　

四
州
）

20
日　

布
教
団
総
会
・
研
修
会

21
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

22
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

26
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

27
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
小
委
員
会

28
日　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
29
日　

安
芸
）

30
日　

保
育
連
盟
新
任
教
職
員
補
任　

　
　
　

式
・
研
修
会

　
　
　

保
育
連
盟
臨
時
全
体
協
議
会

　
　
　

第
４
連
区
仏
壮
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
～
７
月
１
日　

山
陰
）

７
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

３
日　

同
朋
社
会
部
会

９
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

　
　
　

広
報
伝
道
部
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

災
害
対
策
委
員
会

13
日　

少
年
連
盟
総
会

18
日　

仏
婦
・
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会

19
日　

門
徒
総
代
会
世
話
人
会

　
　
　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

20
日　

同
朋
講
座

23
日　

平
和
の
集
い
実
行
委
員
会

　
　
　

 

組
長
会

26
日　

同
朋
社
会
部
会

　
　
　

中
四
国
ま
こ
と
の
保
育（
～
27
日　

山
陰
）

８
月

11
日　

教
堂
常
例
法
座

23
日　

同
朋
社
会
部
会

24
日　

保
育
連
盟
実
行
委
員
会

27
日　

公
聴
会

29
日　

中
四
国
仏
婦
大
会（
四
州
）

31
日　

法
式
法
務

　
　
　

広
報
伝
道
各
専
門
委
員
会

犯
防
止
推
進
計
画
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
近
年
、
検

挙
人
員
に
占
め
る
再
犯
者
の
再
犯
率
の

高
さ
を
踏
ま
え
「
再
犯
の
防
止
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
28
年
12
月

14
日
に
施
行
さ
れ
、
推
進
計
画
が
策
定

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
も
教
え

て
頂
き
、
学
び
を
深
め
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

思
春
期
保
険
相
談
士
の
内
田
美
智
子
先

生
よ
り
、
い
の
ち
の
つ
な
が
り
、
食
育

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
朝

ご
は
ん
に
お
菓
子
を
食
べ
る
、
ま
た
家

庭
で
は
十
分
な
食
事
が
と
れ
ず
夏
休
み

明
け
に
は
痩
せ
て
い
る
こ
ど
も
が
い
る

な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
を
育
む
大
人
の
責

任
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
講
演
だ
っ

た
。
２
日
目
の
研
修
は
香
川
名
物
う
ど

ん
作
り
を
体
験
し
、
最
後
は
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
打
っ

た
。

▶
更
生
保
護
事
業
協
会
研
修
会

▶
更
生
保
護
事
業
協
会
研
修
会

▲
▶
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少

年
連
盟
指
導
者
研
修
会
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▶
布
教
団
総
会
・
研
修
会 布   

教   

団 
布
教
の
現
場
か
ら

ビ
ハ
ー
ラ 

　

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

保
　
　
育 

　

18
名
の
先
生
に
補
任
状

　

６
月
30
日
（
土
）
本
願
寺
備
後
教
堂

本
堂
に
て
平
成
30
年
度
備
後
教
区
保
育

連
盟
新
任
教
職
員
補
任
式
研
修
会
を
開

催
し
た
。
ま
こ
と
の
保
育
を
推
進
す
る

　
　
　

教
堂
責
役
総
代
会

12
日　

Ｆ
Ｍ
放
送
専
門
委
員
会

18
日　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟

　
　
　

指
導
者
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
１
９
日　

四
州
）

20
日　

布
教
団
総
会
・
研
修
会

21
日　

布
教
団
夏
期
布
教
大
会

22
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

26
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

27
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
小
委
員
会

28
日　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
29
日　

安
芸
）

30
日　

保
育
連
盟
新
任
教
職
員
補
任　

　
　
　

式
・
研
修
会

　
　
　

保
育
連
盟
臨
時
全
体
協
議
会

　
　
　

第
４
連
区
仏
壮
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
～
７
月
１
日　

山
陰
）

７
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

３
日　

同
朋
社
会
部
会

９
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

　
　
　

広
報
伝
道
部
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

災
害
対
策
委
員
会

13
日　

少
年
連
盟
総
会

18
日　

仏
婦
・
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会

19
日　

門
徒
総
代
会
世
話
人
会

　
　
　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

20
日　

同
朋
講
座

23
日　

平
和
の
集
い
実
行
委
員
会

　
　
　

 

組
長
会

26
日　

同
朋
社
会
部
会

　
　
　

中
四
国
ま
こ
と
の
保
育（
～
27
日　

山
陰
）

８
月

11
日　

教
堂
常
例
法
座

23
日　

同
朋
社
会
部
会

24
日　

保
育
連
盟
実
行
委
員
会

27
日　

公
聴
会

29
日　

中
四
国
仏
婦
大
会（
四
州
）

31
日　

法
式
法
務

　
　
　

広
報
伝
道
各
専
門
委
員
会

　

６
月
20
日
、備
後
教
区
布
教
団
総
会
・

研
修
会
が
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

ご
講
師
に
、
京
仲
組
両
徳
寺
前
住
職

舟
川
宏
顕
本
願
寺
派
布
教
使
を
お
招
き

し
、「
布
教
現
場
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
を
頂
き
、
42
名
の
団
員
参
加
者
の

研
鑽
の
場
と
な
っ
た
。

　

翌
21
日
は
、
夏
期
布
教
大
会
を
同
会

場
に
て
開
催
し
、
備
後
教
区
布
教
団
の

山
名
諒
子
団
員
、
水
戸
浩
文
団
員
、
赤

柴
宏
丞
団
員
、
那
須
英
信
副
団
長
よ
り

お
取
次
ぎ
を
頂
き
、
朝
席
・
昼
席
の
各

三
席
目
を
舟
川
宏
顕
先
生
に
お
取
次
ぎ

頂
く
中
、
多
く
の
お
同
行
が
聴
聞
さ
れ

た
。

　

６
月
22
日
、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・

公
開
講
座
を
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開

催
し
た
。

　

公
開
講
座
に
は
、
講
師
に
安
芸
教
区

佐
伯
沖
組
妙
覚
寺
・
長
坂
大
然
住
職
お

迎
え
し
て
、「
楽
し
い
ビ
ハ
ー
ラ
、
誰

に
で
も
出
来
る
ビ
ハ
ー
ラ
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
を
頂
い
た
。

　

先
生
は
、
ご
住
職
を
務
め
ら
れ
て
い

る
お
寺
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
さ
れ
て
お

り
、
質
疑
の
時
間
に
参
加
者
よ
り
多
数

質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
公
開
講

座
と
な
っ
た

教
区
内
加
盟
園
よ
り
18
名
の
先
生
に
出

席
い
た
だ
き
、
補
任
式
で
は
補
任
状
を

備
後
教
区
教
務
所
長
よ
り
、
記
念
品
を

小
島
信
章
保
育
連
盟
委
員
長
よ
り
授
与

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
補
任
式
後
の
研

修
会
で
は
、
藤
間
幹
夫
布
教
使
（
深
津

組
光
明
寺
住
職
）
よ
り
ご
法
話
を
い
た

だ
い
た
。

　

備
後
教
区
保
育
連
盟
は
、次
年
度「
ま

こ
と
の
保
育　

第
32
回
全
国
保
育
大

会
」
を
引
き
受
け
開
催
す
る
。
教
区
内

加
盟
園
数
が
12
園
と
全
国
か
ら
見
て
も

小
規
模
教
区
で
は
あ
る
が
、
全
国
か
ら

お
越
し
い
た
だ
く
参
加
者
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
進
め
て
い
る
。

▶
夏
期
布
教
大
会

▲保育連盟新任教職員補任式研修会

▶
ビ
ハ
ー
ラ
公
開
講
座
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今
後
の
予
定

10月
１日　第４連区青年布教使研修会（山陰）  　
　　　～２日迄
２日　第２０回真宗講座
３日　ビハーラ備後実践学習（新山荘）
４日　門信徒部会
　　　子ども・若者ご縁づくり推進委員会
６日　中・四国ブロック真宗青年のつどい
　　　（備後担当）～７日迄
11日　教堂常例法座
　　　第４連区ビハーラ集会（山陰）～ 12日迄
16日　少年連盟委員会
17日　平和のつどい（神辺文化会館）
18日　おつとめ教室・勤式練習会
19日　門推世話人会、寺院振興対策委員会
　　　組長会
23日　仏婦会員研修会

24日　臨時教区会
26日　同朋三者懇話会合同学習会
27日　第４連区門徒推進員実践運動研  
　　　修会（山陰）～ 28日迄
29日　環境・人権問題現地学習会（福　
　　　井）～ 30日迄
31日　全国教誨師大会（広島管区教誨
　　　師研修会）～ 11/1迄
11月
５日　門徒総代会研修会 (高梁総合文化会館 )
６日　門徒総代会研修会 (三次 CCプラザ )
８日　同朋三者懇話会（広島別院）
11日　教堂常例法座
12日　おつとめ教室・勤式練習会
13日　ビハーラ備後実践学習（寿園　相扶園）
29日　備後教堂帰敬式
30日　備後教堂報恩講法要

教 

区 

行 

事 

　

～ 

皆 

様 

の 

参 
加 
を 

お 

待 

ち 

し 

て 

お 

り 

ま 

す 

～

第 23 回備後教区平和のつどい
　日時　１０月１７日（水）　１３時～１６時
　会場　福山市神辺文化会館　大ホール

臨
時
駐
車
場
に
伝
道
看
板
設
置

　

昨
年
度
事
業
と
し
て
教
堂
臨
時
駐
車
場
に

伝
道
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
看
板
に
は
毎

月
開
催
の
教
堂
常
例
法
座
の
ご
案
内
を
掲
載

し
、
中
央
部
は
張
替
え
可
能
な
伝
道
掲
示
板

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
実
践
運
動

教
区
事
業
推
進
委
員
会
広
報
伝
道
部
会
に
よ

り
定
期
的
な
法
語
の
張
替
え
等
行
い
伝
道
教

化
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

世  
羅  
組　

善
仁
寺　
　

　
　
　

原　

夏
美
（
釋
慶
心
）

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
３
月
15
日
付
）

備
中
里
組　

正
専
寺

　
　
　

秋
山　

圭
次
（
釋
圭
峰
）

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
７
月
15
日
付
）

　

深  

津  

組　

誓
蓮
寺　

様

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

は
多
く
の
人
が
「
ま
さ
か
」
と
い
う
思

い
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
る
自
然
災
害
を
報
道
で
見
て
知
っ

て
い
て
も
、
我
が
身
に
降
り
か
か
る
と

「
ま
さ
か
」
と
思
っ
て
し
ま
う
▲
私
自

身
、
今
回
の
豪
雨
で
「
帰
宅
困
難
者
」

に
な
ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
多
く

の
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
道
路
状
況
を
検
索
し
て
も

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
　

  [

敬
称
略]

  [

敬
称
略]

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

芦  

田  

組　

西
敎
寺　

坊　

守

　
　
　
　

長　

裕
美　
（
４
月
１
日
寂
）

御
調
西
組　

正
明
寺　

前
坊
守

　
　
　
　

沼
隈　

綏
子（
４
月
22
日
寂
）

中　
　

組　

辻
之
坊　

坊　

守

　
　
　
　

杉
原　

昌
子（
５
月
９
日
寂
）

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

前
住
職

　
　
　
　

田
井　

崇
子（
７
月
９
日
寂
）

御
調
東
組　

福
善
寺　

前
坊
守

　
　
　
　

大
田
垣
千
代
子
（
７
月
18
日
寂
）

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

  [

敬
称
略]

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
講
者
（
敬
称
略
）

10
月
　
沼
隈
南
組
　
善
正
寺

　
　
　
　
　
　
那
須
　
英
信

　
　「
は
か
ら
い
か
ら 
お
ま
か
せ
へ
」

  11
月
　
世
羅
組
　
正
満
寺

　
　
　
　
　
　
島
津
　
惠
航

　
　「 

お
浄
土
へ
参
る
ん
じ
ゃ
げ
な 
」

12
月
　
沼
隈
南
組
　
　
光
林
寺

　
　
　
　
　
　
天
地
　
秀
顕

　
　
「
念
仏
を
聞
く
」

本
願
寺
備
後
教
堂
（
毎
月
11
日)

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

教
区
報
専
門

委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
　

℡ (

０
８
４)

９
２
４-

５
７
５
９

  　
　

fax (

０
８
４)

９
３
１-

９
３
２
３

情
報
も
乏
し
く
、
夜
も
遅
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
あ
る
中
学
校
の
避
難
所
を
訪

ね
た
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
名

簿
に
書
き
込
む
と
、
水
と
乾
パ
ン
と
圧

縮
さ
れ
た
毛
布
を
渡
さ
れ
た
。
広
い
体

育
館
の
中
に
は
10
家
族
ぐ
ら
い
が
避
難

さ
れ
て
い
た
▲
館
内
に
響
く
話
し
声
、

足
音
…
蒸
し
暑
く
て
眠
れ
な
い
。
で
も

こ
の
体
育
館
は
避
難
者
が
少
な
か
っ
た

の
で
や
が
て
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
出
来

た
。
報
道
で
見
る
非
難
所
に
は
多
く
の

家
族
が
避
難
さ
れ
て
い
た
。
家
に
帰
る

め
ど
が
つ
か
ず
に
何
日
も
非
難
所
で
過

ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
想

像
を
絶
す
る
過
酷
な
状
況
で
あ
る
▲
災

害
の
多
い
国
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
の
に
、
災
害
後
の
避
難
所
に
対
す

る
整
備
が
お
そ
ま
つ
で
あ
る
こ
と
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
戦
闘
機
一
機
分

の
お
金
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
助
か

る
事
で
あ
ろ
う
か
と
、
体
育
館
の
屋
根

に
打
ち
つ
け
る
雨
の
音
を
聞
き
な
が
ら

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
Ｋ
ｋ
・
ｋ
）

メールアドレス

h2012@bingo.gr.jp
ホームページアドレス

http:/bingo.gr.jp/

備
中
里
組　

高
運
寺

　
　
　

塩
田　

徹
成
（
釋
徹
成
）

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
３
月
29
日
付
）

沼
隈
西
組　

正
圓
寺　

衆
徒

　
　
　
　

喜
多
村　

保（
８
月
９
日
寂
）

深  

津  

組　

誓
蓮
寺　

前
々
坊
守

　
　
　
　

武　
　

壽
枝（
８
月
18
日
寂
）

三  

谿  

組　

善
徳
寺　

前
坊
守

　
　
　
　

長
谷
川
彌
生（
８
月
26
日
寂
）

比  

婆  

組　

西
林
坊　

前
坊
守

　
　
　
　

森
元　

靜
美（
９
月
４
日
寂
）
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●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

 〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2

‐
4

‐
5　

　
●

発
行

人
　

教
務

所
長

　
菅

原
　

順
昭

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会

▲「震災支援ネットびんご」活動より

真備町

「平成 30 年７月豪雨」

▲高梁市内 ▲アルミ工場爆発による被害

▲「震災支援ネットびんご」活動より▲「少年連盟」活動より

▲「備龍会」活動より

教 区 内、 教 区 外、
海外からのボラン
ティア活動


